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いつから時計が気になるようになったのか。明治６年１月１日をもって、日本は太陽
暦、定時法の社会へと転換した。鉄道、工場、学校における時間規律の導入はいかに
して行なわれ、そして、人々の生活をどのように変えていったのか。現在に至るまで
の、時間意識の変遷をたどる。
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日本
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迟到

科学人文

时间观念

日本史

评论

近代日本时间观念的转变。其中有不少关于劳工制度的资料，还有铁路时刻表的沿革，
满有意思。
然而就整本书的内容而言略显松散和重复。作为一本论文集，也没有太多办法吧。

-----------------------------
遅刻の誕生_下载链接1_

书评

-----------------------------
遅刻の誕生_下载链接1_

http://www.allinfo.top/jjdd
http://www.allinfo.top/jjdd

	遅刻の誕生
	标签
	评论
	书评


